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営業課水道事業の健全経営

000003水道事業の健全経営
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	PTXTNEEDS: 東日本大震災に伴う福島第一原発事故により、水道水への放射能汚染を危惧し、震災前以上に安全で安心な水の安定供給を望む声が高まっている。
	PTXTJYOUKYOU: 水道事業は、普及・発展から更新の時代を迎え、環境への配慮、高効率・低コスト化、耐震化、水質管理など高度な施設整備が課題となっており、安全・安心な水道水の安定供給が一層求められている。
	PTXTGAIYOU: ①水道事業の長期的経営指針である地域水道ビジョンを策定する。
②水道事業の運営状況を公表し、事業の透明化を図るとともに、経営の効率化に努め、事業の健全経営を維持する。
	PTXTTAIOUSAKU: 　水道水の安定的な供給のため、地域水道ビジョンを策定し、浄配水場の統廃合を進めるための財源として、合併時、それぞれ異なる水道料金を統一し、計画を前倒しして施設整備を進めてきた。同じく、老朽管更新についても計画的に更新が進められ、この進捗に合わせて有収率も向上し、経費の無駄を抑制することができた。
	PTXTHYOUKASYA: 営業課長　岡田　真
	PTXTSYOZOKUCYO: 環境水道部長　橋本　実
	PTXTCOMMENT: 　地域水道ビジョンを策定し、この計画に基づいて施設整備、老朽管更新を進めている。施設整備については、当初計画を前倒しして進めており、老朽管更新についても、計画どおり進んでいる。
　有収率は、指標通りの結果となり、計画的に進めてきた老朽管更新の成果が有収率アップにつながっている。
　水道水の安定的な供給を図りつつ、有収率を向上させ、経費の無駄を抑制することができた。
	PTXTKENKAI: 　深谷市の水道事業は歴史が古く、すべての市民が利用できるまでに普及・発展をしてきたが、これからは、施設の大規模な更新の時代に入る。水道水の安定的供給に努めるため、事業計画や経営基盤等さまざまな課題を把握し、分析等したうえで地域水道ビジョンが策定された。さらに、東日本大震災を受け、より一層のライフラインとしての水道の重要度が増している。水道事業の経営健全のため、料金改定だけでなく、老朽管を更新することで有収率を向上させることができた。
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